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普段の学校生活を
キャリア教育に活かそう

常に頭に置くべきこと
〈平成23年1月31日 中央教育審議会答申より （Part 1からの再掲資料）〉

各学校の教育課程への位置付け（再掲）

ここで留意すべきは、キャリア教育はそれぞれの学校段階
で行っている教科・科目等の教育活動全体を通じて取り組
むものであり、単に特定の活動のみを実施すればよいと
いうことや、新たな活動を単に追加すればよいということで
はないということである。（中略）また、各教科等における
取組は、単独の活動だけでは効果的な教育活動にはなら
ず、取組の一つ一つについて、その内容を振り返り、相互
の関係を把握したり、それを切に結びつけたりしながら、よ
り深い理解へと導くような取組も併せて必要である。さらに
、各教科等における取組だけでは不足する内容を把握し、
その内容を付け加えていく取組も必要である。



やみくもにがんばらない

例えば，キャリア教育を通して育成する基礎的・汎用的能
力の一つである「課題対応能力」には，情報を正しく理解す
るための能力が含まれるが，この力を育成する機会となり
得る教育活動は数多い。

「国語総合」の「読むこと」では，文章の内容を叙述に即して的確に読
み取ることは主要課題の一つであるし，「地理A」「地理B」における地

図の読図や衛星画像・空中写真の読み取り，「理科」の各科目におけ
る観察や実験の過程での情報の収集や実験データの分析・解釈など
もその具体例となろう。また，授業中に板書された課題文を正しく読み
取ることなどまでを視野におさめれば，情報を正しく理解するための
能力の育成に寄与し得る教育活動は，文字通り無数にある。

キャリア教育の実践の機会となり得る単元や教育活動を広
く見出し，それを列挙することは，教科を通したキャリア教
育の年間指導計画の作成にとって有効な基礎作業の一つ
であるが，このような作業によって挙げられた膨大な数の単
元等を，例えば一覧表型式に整理したとしても，それをその
ままで指導計画として見なすことできない。（続く）

やみくもにがんばらない

なぜなら，その一覧は，キャリア教育の実践の機会として活
用し得る可能性が高い場の羅列に過ぎず，キャリア教育の
一環としての教育意図に基づく指導実践の計画にはなって
いないからである。また「洗い出し」の作業を丹念にすればす
るほど，キャリア教育の「断片」となり得る機会はほとんどす
べての教育活動に見いだされることとなり，「これまでどおり
の教育のままでよい」という誤解を助長する結果にもなりか
ねない。

キャリア教育の実践主体（＝先生方）が、意図的に体系
を設定し、その体系を意識しつつ実践し、それを生徒た
ちに明示的に伝えてこそ、計画的・系統的なキャリア教
育になる。「今」「この学年・このクラスで」伝えるべきこと
とは何かを意識し、それを生徒と共有することが何より重
要。それにふさわしい単元の選定と焦点化が不可欠。



今までの教育実践を振り返ろう

【例】人間関係の形成は、社会とのかかわりの中
で生活し、仕事をしていく上で基礎となるもの

特に、価値の多様化が進む現代社会においては、性別、年齢
、個性、価値観等の多様な人材が活躍しており、様々な他者を
認めつつ、それらと協働していく力が必要

特別活動の出番
よりよい人間関係を築く力、集団の一員としてよりよい生活づく
りに参画する態度の育成の重視

体験活動や話合い活動、異年齢集団による活動、ピアサポー
トの機会等の充実



学生の相談内容が示すもの

特別活動の目標

高等学校学習指導要領 第５章 特別活動
第１目標

望ましい集団活動を通して，心身の調和のとれた
発達と個性の伸長を図り，集団や社会の一員と
してよりよい生活や人間関係を築こうとする自主
的，実践的な態度を育てるとともに，人間として
の在り方生き方についての自覚を深め，自己を
生かす能力を養う。



ホームルーム活動の内容（抄）
(2) 適応と成長及び健康安全

イ 自己及び他者の個性の理解と尊重

ウ 社会生活における役割の自覚と自己責任

エ 男女相互の理解と協力

オ コミュニケーション能力の育成と人間関係の確立

(3) 学業と進路

ア 学ぶことと働くことの意義の理解

イ 主体的な学習態度の確立と学校図書館の利用

ウ 教科・科目の適切な選択

エ 進路適性の理解と進路情報の活用

オ 望ましい勤労観・職業観の確立

カ 主体的な進路の選択決定と将来設計

受験のための指導もキャリア教育たり得る

受験指導や受験勉強も、キャリア教育の一環
として位置づけることは十分可能

例えば、「課題対応能力」（課題発見、計画立案、
実行力）や、「自己管理能力」（忍耐力、ストレスマ
ネジメント）

生徒たちは、これらの能力を意識できている
か？

「基礎的・汎用的能力」における「偏り」をどう
捉えるか？ 18



まとめにかえて

そもそも高校教育の目標とは何か

学校教育法

第51条 高等学校における教育は、前条に規定する目的を実現す
るため、次に掲げる目標を達成するよう行われるものとする。

1．義務教育として行われる普通教育の成果を更に発展拡充させて
、豊かな人間性、創造性及び健やかな身体を養い、国家及び社
会の形成者として必要な資質を養うこと。

2．社会において果たさなければならない使命の自覚に基づき、個
性に応じて将来の進路を決定させ、一般的な教養を高め、専門
的な知識、技術及び技能を習得させること。

3．個性の確立に努めるとともに、社会について、広く深い理解と健
全な批判力を養い、社会の発展に寄与する態度を養うこと。



中央教育審議会
答申（平成23年1月31日）の指摘

確かに、変化の大きな社会の中では、高校生の段階で自ら
の将来を設計しても、その後、将来設計が変化していくこと
は当然である。しかし、そのことは高校生の段階で自らの将
来のことを考える必要はないということではない。これから数
多く経験するであろう人生の岐路を乗り越えるためには、高
校生の段階で、自らの将来を真剣に考え、それに必要な情
報を取捨選択・集積・分析し、熟慮の上に責任を持った判断
をする過程を経験させることが重要である。職業を意識した
時期が早いほど、大学への進学理由や将来の目標を明確
に持ち、将来の社会での姿を思い描けている傾向があると
いう調査もあるように、高等教育機関への進学を希望する者
が多く占める学校においても、キャリア教育を充実していくこ
とは必要である。


